
ファイルシステムコマンド：Cisco ASR 9000
シリーズルータ

この章では、ルータのファイルシステムの管理に使用される Cisco IOS XRソフトウェアコマン
ドについて説明します。

このモジュールで説明するコマンドを使用して、Cisco IOSXRソフトウェアのファイルやコン
フィギュレーションファイルにアクセスしたり、それらを変更したりしないでください。こ

れらのコマンドは、ルータの取り付けと構成のためにのみ使用するようにしてください。こ

こで説明するコマンドを手動で使用して、コンフィギュレーションファイルやソフトウェア

パッケージファイルを変更、削除、移動する必要はありません。そうすると、ルータのダウ

ンタイム、サービスの中断、データベースの破損の原因になります。

（注）
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cd
現在の作業ディレクトリを変更するには、EXECモードで cdコマンドを使用します。

cd filesystem:

___________________
構文の説明

（任意）新しい現在の作業ディレクトリの場所。 filesystem引数にはファイル
システムのエイリアスを指定し、後ろにコロンを付けます。その後にディレ

クトリ名を指定することもできます。

filesystem :

___________________
コマンドデフォルト デフォルトファイルディレクトリは disk0:/usrです。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

現在の作業ディレクトリとは、オプションの filesystem引数のあるEXECコマンドを入力するとき
に、この引数を省略した場合に使用されるディレクトリです。cdコマンドを使用すると、現在の
作業ディレクトリを定義できます。たとえば、filesystem引数を指定せずに dirコマンドを入力す
ると、現在の作業ディレクトリのファイルが表示されます。

現在の作業ディレクトリを表示するには、pwdコマンドを使用します。

使用可能なストレージデバイスを表示するには、show filesystemコマンドを使用します。

現在の作業ディレクトリを disk0:/usrに戻すには、cdコマンドを引数なしで入力します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りfilesystem
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___________________
例 次に、現在の作業ディレクトリをハードディスクのルートディレクトリに変更する例を示しま

す。この例では、pwdコマンドを使用して、現在の作業ディレクトリがハードディスクのルート
ディレクトリに変更されたことを確認しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# cd harddisk:
RP/0/RSP0/CPU0:router# pwd

harddisk:

次に、場所を指定せずに cdコマンドを入力して、現在の作業ディレクトリをデフォルトファイ
ルディレクトリに変更する例を示します。この例では、pwdコマンドを使用して、現在の作業
ディレクトリがデフォルトファイルディレクトリに変更されたことを確認しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# cd
RP/0/RSP0/CPU0:router# pwd

disk0:/usr

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ファイルシステムの内容を表示します。dir

cd コマンドの現在の作業ディレクトリを表示
します。

pwd

ファイルシステムのレイアウトおよび内容を表

示します。

show filesystem
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cfs check
コンフィギュレーションファイルシステム（CFS）のチェックを実行するには、EXECモードま
たは管理 EXECモードで cfs checkコマンドを使用します。

cfs check

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

cfs checkコマンドを使用すると、コンフィギュレーションファイルシステムの健全性をチェック
して、内部の不整合からの回復を試みることができます。ファイルシステムの状態の重大度に

よっては、ロールバックポイントが 1つ以上失われる場合があります。

このコマンドの実行中は、指定シェルフコントローラ（DSC）の冗長性はディセーブルにされ
ています。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroot-lr
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___________________
例 次に、CFSチェックを実行する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# cfs check

Creating any missing directories in Configuration File system...OK
Initializing Configuration Version Manager...OK
Syncing commit database with running configuration...OK
Re-initializing cache files...OK
Updating Commit Database. Please wait...[OK]
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copy
コピー元（ネットワークサーバなど）からコピー先（フラッシュディスクなど）にファイルをコ

ピーするには、EXECモードまたは管理 EXECモードで copy コマンドを使用します。

copy source {location node-id destination location {node-id| all}| running-config[atomic]}
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___________________
構文の説明

ファイルのディレクトリパスまたはネットワークの場所を含むファイル名。有効

値は次のとおりです。

directory-path：ファイルのコピー元のディレクトリパス。

access-list { ipv4 | ipv6 }：アクセスリストをコピーします（EXECモードのみ）。

bootflash:：bootflash:ファイルシステムからコピーします。

compactflash:：compactflash:ファイルシステムからコピーします。

compactflasha:：compactflasha:ファイルシステムパーティションからコピーしま
す。

disk0:：disk0:ファイルシステムからコピーします。

disk0a:：disk0a:ファイルシステムパーティションからコピーします。

disk1:：disk1:ファイルシステムからコピーします。

disk1a:：disk1a:ファイルシステムパーティションからコピーします。

flash:：flash:ファイルシステムからコピーします。 flash: キーワードは bootflash:
のエイリアスです。

ftp:：FTPネットワークサーバからコピーします。構文は次のとおりです。
ftp:[[[//username [:password]@] location]/directory]/filename

harddisk:：ハードディスクドライブのファイルシステムからコピーします（存
在する場合）。

harddiska:：ハードディスクのパーティション aからコピーします。

harddiskb:：ハードディスクのパーティション bからコピーします。

nvram:：NVRAMファイルシステムからコピーします。

prefix-list {ipv4 | ipv6}：プレフィックスリストからコピーします（EXECモード
のみ）。

rcp:：リモートコピープロトコル（RCP）ネットワークサーバからコピーしま
す。構文は次のとおりです。 rcp:[[[//username@]location]/directory]/filename

running-config：現在のシステムコンフィギュレーションからコピーします。

tftp:：TFTPネットワークサーバからコピーします。構文は次のとおりです。
tftp:[[//location]/directory]/filename

xml-schema：XMLスキーマファイルを tarファイル（.tar.gz）としてコピーしま
す（EXECモードのみ）。

source

ファイルのディレクトリパスまたはネットワークの場所を含むファイル名。destination

ノードを指定します。 node-id引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表さ
れます。

location
node-id

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
リース 4.2.x

8 OL-26085-04-J  

ファイルシステムコマンド： Cisco ASR 9000 シリーズルータ
copy



すべてのノードにコピーします。location all

コピー元のコンフィギュレーションファイルをシステムの実行コンフィギュレー

ションに適用します。

running-config

（任意）エラーがない場合にのみ変更を実行コンフィギュレーションに適用しま

す。

atomic

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コピー元とコピー先には、コンフィギュレーションファイル、テキストファイル、またはファイ

ルシステムを指定できます。コピー元とコピー先の URL情報、ユーザ名、およびパスワードを
入力して、 copy コマンドを発行します。不足している情報があると、ネットワーキングデバイ
スからその情報の指定を求められます。

引数 source と destination の正確なフォーマットは、ファイルまたはディレクトリの場所によっ
て異なります。ファイルシステムタイプに対応するデバイスまたはネットワークの場所を入力

します。

ファイル名に使用できる文字は次のとおりです。

! # $ % & ' + 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ; @ A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z [ ] ^ _ a b c
d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z { } ~

以下の文字も使用できますが、次のような制約があります。

• `を使用する場合は、直前にバックスラッシュが必要です

• -は、最初の文字としては使用できません

• .は、最後の文字として使用することはできません。
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ス 4.2.x    

   OL-26085-04-J 9

ファイルシステムコマンド： Cisco ASR 9000 シリーズルータ
copy



• =は、単独ではファイル名として使用できません。

以下の文字はファイル名に使用できません。

" ( ) * , / : < > ? \ |

許容されるファイル名の最大長は、パスを含めて 254文字です。 254文字を超える長さのファイ
ル名を指定すると、254文字に切り詰められます。

ルータのコピー元からルータのコピー先にファイルをコピーするには、コピー元の locationnode-id
とコピー先の location node-id を指定します。ファイルをすべてのノードにコピーするには、
location all キーワードを使用します。

ftp:、 rcp:、および tftp: の各キーワードのエイリアス構文では、場所を IPアドレスまたはホス
ト名で指定します。ファイル名は、ファイル転送に使用されるディレクトリの相対パスで指定し

ます。

エイリアスを指定しない場合は、現在のディレクトリ内のファイルが検索されます。現在のディ

レクトリを表示するには、 pwd コマンドを入力します。

copyコマンドの処理中に「C」という文字が表示されることがあります。「C」は、コピーさ
れるすべてのファイルについて、コピープロセスが実行されていることを示します。コピー

プロセスが完全に完了するまでには、数分間かかることがあります。これは、使用しているプ

ロトコルやネットワークによって異なります。

（注）

表 1：サポートされているネットワークプロトコル：Cisco IOS XRソフトウェア , （10ページ）
に、Cisco IOS XRソフトウェアでサポートされているネットワークプロトコルを示します。

表 1：サポートされているネットワークプロトコル： Cisco IOS XR ソフトウェア

説明名前プレフィックス

TFTPは FTPの簡易版で、ネッ
トワークを介して 1つのコン
ピュータから別のコンピュータ

にファイルを転送できます。通

常は、クライアント認証（ユー

ザ名とパスワードなど）を使用

しません。

Trivial File Transfer Protocoltftp:

FTPは、TCP/IPプロトコルス
タックの一部であるアプリケー

ションプロトコルで、ネット

ワークノード間でファイルを

転送するために使用します。

FTPにはユーザ名とパスワード
が必要です。

File Transfer Protocolftp:
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説明名前プレフィックス

rcpプロトコルを使用すると、
ネットワーク上のリモートホ

ストやサーバのファイルシス

テムとの間でファイルをコピー

できます。 rcpプロトコルで
は、データ配信の信頼性確保の

ために TCPが使用されます。
rcpプロトコルのダウンロード
ではユーザ名が要求されます。

RemoteCopyProtocol（リモート
コピープロトコル）

rcp:

その他の使用上のガイドラインについては、以下を参照してください。

コピー元とコピー先の無効な組み合わせ

コピー元とコピー先の組み合わせの中には無効なものもあります。具体的には、次の組み合わせ

でコピーを実行することはできません。

•実行コンフィギュレーションから実行コンフィギュレーションへ

•ネットワークデバイスからネットワークデバイスへのコピー（ copy ftp: rcp: など）

TFTP の使用

TFTPはFTPの簡易版で、ネットワークを介して1つのコンピュータから別のコンピュータにファ
イルを転送できます。通常は、クライアント認証（ユーザ名とパスワードなど）を使用しません。

構文は次のようになります。

copy tftp://hostname /ipaddress/directory-path pie name target-device [location {node-id | all}]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# copy tftp://1.1.1.1/images/software.pie disk1:

一部のCisco IOSXRイメージは、大きさが32MBを超える場合もありますが、一部のベンダー
の TFTPサービスではこの大きさのファイルがサポートされていません。使用している TFTP
サーバで32MBを超える大きさのファイルがサポートされていない場合は、以降の説明に従っ
て、FTPか rcpを使用してソフトウェアイメージをダウンロードしてください。

（注）

FTP の使用

FTPサーバでは、各クライアント要求に対してユーザ名とパスワードが要求されます。CiscoIOSXR
ソフトウェアは、次のリストのうちで最初の有効なユーザ名を送信します。

1 ユーザ名が指定されている場合、 copy コマンドで指定されたユーザ名およびパスワード。
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構文は次のようになります。

copy ftp:// username : password@ hostname or ipaddress/directory-path/pie-name target-device [location
{node-id | all}]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# copy ftp://john:secret@10.1.1.1/images/software.pie disk1:

2 「anonymous」ユーザ名とパスワード。匿名パスワードは「root@ip address」です。ここで、
「ip address」はローカルネットワーキングデバイスの IPアドレスです。

3 ネットワーキングデバイスによって生成されるパスワード「username@iosname.domain」。変
数「username」は現在のセッションに関連付けられているユーザ名、「iosname」は設定されて
いるホスト名、「domain」はネットワーキングデバイスのドメインです。

ユーザ名およびパスワードは、FTPサーバのアカウントに関連付けられている必要があります。
ネットワークサーバへの書き込みを行う場合は、ネットワーキングデバイスのユーザからのFTP
書き込み要求を受け入れるように FTPサーバが正しく設定されている必要があります。

ネットワークサーバにディレクトリ構造がある場合、コンフィギュレーションファイルやイメー

ジの書き込みやコピーは、ネットワークサーバのユーザ名に関連付けられたディレクトリで行わ

れます。たとえば、システムイメージがネットワークサーバのユーザのホームディレクトリに

ある場合は、そのユーザの名前をリモートユーザ名として指定します。

詳細については、お使いの FTPサーバのマニュアルを参照してください。

rcp の使用

rcpプロトコルでは、各要求に対してユーザ名が要求されます。 Cisco IOS XRソフトウェアは、
ネットワーキングデバイスと rcpサーバの間でコンフィギュレーションファイルやイメージをコ
ピーする際に、次のリストのうちで最初の有効なユーザ名を送信します。

1 copy コマンドで指定されたリモートユーザ名（指定された場合）。

2 rcp client username コマンドで設定されたユーザ名（このコマンドが設定されている場合）。

3 ネットワーキングデバイスのホスト名。

rcpコピー要求が成功するためには、リモートユーザ名のアカウントがネットワークサーバで定
義されている必要があります。対象サーバのネットワーク管理者によってリモートユーザ名のア

カウントが設定されていないと、このコマンドの実行は成功しません。ネットワークサーバに

ディレクトリ構造がある場合、コンフィギュレーションファイルやイメージの書き込みやコピー

は、ネットワークサーバのリモートユーザ名に関連付けられたディレクトリで行われます。た

とえば、システムイメージがネットワークサーバのユーザのホームディレクトリにある場合は、

そのユーザの名前をリモートユーザ名として指定します。

ネットワークサーバへの書き込みを行う場合は、ネットワーキングデバイスのユーザからの rcp
書き込み要求を受け入れるように rcpサーバが正しく設定されている必要があります。 UNIXシ
ステムの場合は、rcpサーバのリモートユーザの .rhostsファイルにエントリを追加します。たと
えば、ネットワーキングデバイスに次のコンフィギュレーション行が含まれていたとします。

hostname Rtr1
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ip rcp remote-username User0

このネットワーキングデバイスの IPアドレスが company.comに変換される場合、rcpサーバの
User0の .rhostsファイルに次の行が含まれている必要があります。

company.com Rtr1

詳細については、お使いの rcpサーバのマニュアルを参照してください。

パーソナルコンピュータをファイルサーバとして使用している場合は、そのコンピュータで

Remote Shell（rsh）プロトコルがサポートされている必要があります。

xml-schema の使用

xml-schema キーワードを使用すると、ルータから最新の XMLスキーマ（.xsdファイル）を取得
できます。このキーワードを使用すると、ルータソフトウェアのアップデートにスキーマのアッ

プデートが含まれている場合に古いスキーマが使用されないようにすることができます。 tarファ
イルには、アクティブなスキーマファイルがすべて含まれています。特定の Package Installation
Envelope（PIE）によってアクティブ化されるスキーマは、それらの PIEがルータにインストール
されてアクティブ化されていない限り含まれません。

実行コンフィギュレーションへのコピー

copy コマンドでコピー先に running-configを指定してコンフィギュレーションファイルをコピー
すると、そのファイルのコンフィギュレーションがシステムの実行コンフィギュレーションに適

用されます。これは設定操作です。デフォルトでは、コピーはベストエフォート方式で行われま

す。したがって、適用できないコンフィギュレーション行がファイルに含まれていても、残りの

コンフィギュレーションはシステムに統合されます。この場合、不完全なコンフィギュレーショ

ンがコミットされます。 atomic キーワードを使用すると、不完全なコンフィギュレーションは
コミットされません。したがって、解析フェーズやコミットフェーズでエラーが 1つでも発生す
ると、システムは一切変更されません。コンフィギュレーションの適用時に発生したエラーを表

示するには、 show configuration failed コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem

___________________
例 次に、FTPサーバから disk1にファイルをコピーする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#

copy ftp://john:secret@10.1.1.1/images/comp-asr9k-full.pie disk1:

次の例は、rcpサーバから disk1にファイルをコピーする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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copy rcp://john@10.1.1.1/images/comp-asr9k-full.pie disk1:

次の例は、TFTPサーバから disk1にファイルをコピーする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#

copy tftp://10.1.1.1/images/comp-asr9k-full.pie disk1:

___________________
関連コマンド

説明コマンド

デフォルトのディレクトリまたはファイルシス

テムを変更します。

cd, （3ページ）

ファイルシステムの内容を表示します。dir, （17ページ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレー

ションに関する情報を表示します。

show configuration failed（config）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
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delete
ファイルを削除するには、EXECモードまたは管理 EXECモードで delete コマンドを使用しま
す。

delete [/noprompt] [/ena] filesystem: filename location {node-id| all}

___________________
構文の説明

（任意）指定したファイルを削除する前に確認用プロンプトが表示され

ないようにします。

/noprompt

（任意）現在の作業ディレクトリ以下にあるファイルをすべて削除しま

す。

/ena

（任意）削除するファイルの場所。 filesystem 引数にはファイルシステ
ムのエイリアスを指定し、後ろにコロンを付けます。その後にディレク

トリ名を指定することもできます。

filesystem :

削除するファイルのファイル名。filename

指定したノードからファイルを削除します。 node-id引数は、ラック/ス
ロット/モジュールの形式で入力します。allキーワードは、すべてのノー
ドからファイルを削除するように指定します。

location {node-id | all}

___________________
コマンドデフォルト ファイル名を指定する必要があります。ファイルシステムやディレクトリのパスを指定せずに

ファイル名を入力した場合は、現在の作業ディレクトリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリリー
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ファイルを削除すると、そのファイルがシステムから削除されて復元（undelete）できなくなりま
す。

ストレージデバイスのファイルリストを表示するには、 dir コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem

___________________
例 次に、ファイルを削除する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# delete rbtest

Delete disk1:/rbtest[confirm]y

___________________
関連コマンド

説明コマンド

デフォルトのディレクトリまたはファイルシス

テムを変更します。

cd

ファイルシステムの内容を表示します。dir

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
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dir
ファイルシステムや特定のディレクトリのファイルリストを表示するには、EXECまたは管理
EXECモードで dir コマンドを使用します。

dir [/all| /ena| /recurse] [filesystem:] [ filename ] location {node-id| all}

___________________
構文の説明

（任意）削除されたファイル、削除されていないファイル、およびエラーを

含むファイルを表示します。

/all

（任意）サブディレクトリが認識されます。/ena

（任意）サブディレクトリを再帰的に表示します。/recurse

（任意）表示するファイルを含むディレクトリの名前。 filesystem引数には
ファイルシステムのエイリアスを指定し、後ろにコロンを付けます。その

後にディレクトリ名を指定することもできます。

filesystem :

（任意）表示するファイルの名前。あらゆる種類のファイルを指定できま

す。ファイル名にワイルドカードを使用できます。ワイルドカード文字

（*）は、すべてのパターンと一致します。ワイルドカードの後のストリン
グは無視されます。

filename

（任意）ファイルのリストを表示するノードを指定します。 node-id引数
は、ラック/スロット/モジュールの形式で入力します。 allキーワードは、
すべてのノードのファイルを表示することを指定します。

location {node-id |
all}

___________________
コマンドデフォルト キーワードや引数を指定せずに dir コマンドを入力すると、現在の作業ディレクトリの内容が表

示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリリー
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ディレクトリを指定せずに dir コマンドを入力すると、現在の作業ディレクトリの内容が表示さ
れます。 all キーワードを指定すると、削除されたファイルを含むすべてのファイルが表示され
ます。ディレクトリ名に関連付けられているサイズは、そのディレクトリのすべてのファイルの

合計サイズです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem

___________________
例 次に、ディレクトリの内容を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# dir harddisk:/log

Directory of harddisk:/log

5527 drwx 4096 Thu Aug 28 11:21:48 2008 boot_28_Aug_2008_11_21_49
5533 drwx 4096 Thu Aug 28 11:38:54 2008 boot_28_Aug_2008_11_38_54
5538 drwx 4096 Fri Sep 5 13:28:54 2008 boot_05_Sep_2008_13_28_54
5543 drwx 4096 Mon Sep 8 08:55:52 2008 boot_08_Sep_2008_06_59_08
--More--

___________________
関連コマンド

説明コマンド

デフォルトのディレクトリまたはファイルシス

テムを変更します。

cd

cd コマンドの現在の作業ディレクトリを表示
します。

pwd

ファイルシステムのレイアウトおよび内容を表

示します。

show filesystem

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
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erase nvram:
NVRAMファイルシステムを消去するには、EXECモードで erase nvram:コマンドを使用しま
す。

erase nvram: [format][location {node-id| all}]

___________________
構文の説明

（任意）NVRAM全体をフォーマットします。format

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

erase nvram:コマンドを使用すると、ファイルが永続的に削除されます。注意

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem

___________________
例 次に、NVRAMファイルシステムを消去する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# erase nvram:

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリリー
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Erase operation will destroy IOS/ENA files in "nvram:":. Continue? [confirm] y

___________________
関連コマンド

説明コマンド

フラッシュメモリデバイスからファイルを削

除します。

delete

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
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erase nvram-raw:
NVRAMの未加工のデータパーティションを値「0」でフォーマットするには、EXECモードまた
は管理 EXECモードで erase nvram-raw: コマンドを使用します。

erase nvram-raw: [location {node-id| all}]

___________________
構文の説明

（任意）ファイルシステムが格納されているノードを指定します。node-id
引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されます。すべてのノー
ドを指定するには allキーワードを使用します。

location{node-id | all}

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NVRAMは2つのパーティションに分割されています。1つ目のパーティションは、既存のNVRAM
ファイルシステムパーティションによって使用される1MBのパーティションです。2つ目のパー
ティションは、1 MBの未加工のデータパーティションで、リブートの履歴ログ、重要なクラッ
シュ情報、syslog、Kernel Dumperのトレースを格納するために Kernel Dumperが使用します。
erase nvram-raw: コマンドは、NVRAMの未加工のデータパーティションをフォーマットしま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリリー
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___________________
例 次に、NVRAMファイルシステムの未加工のデータパーティションを消去する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# erase nvram-raw:

___________________
関連コマンド

説明コマンド

フラッシュメモリデバイスからファイルを削

除します。

delete

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
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format
ファイルシステムをフォーマットするには、EXECモードまたは管理EXECモードで formatコマ
ンドを使用します。

format filesystem: [partition] [ monlib-filename ] location {node-id| all} [spare spare-number] [force]
[recover]

___________________
構文の説明

フォーマットするファイルシステムの名前。末尾にコロンを付けます。有

効値はbootflash:、disk0:、disk0a:、disk1:、disk1a:、harddisk:、harddiska:、
および harddiskb:です。

filesystem:

（任意）ファイルシステムにパーティションを作成します。bootflash:ファ
イルシステムを指定している場合、このオプションは使用できません。

partition

（任意）ファイルシステムのフォーマットに使用される ROMモニタライ
ブラリ（monlib）ファイルの名前。デフォルトの monlibファイルは、シス
テムソフトウェアにバンドルされている monlibファイルです。

monlibは、メディア上のファイルシステムにアクセスするために
ROMMONで使用されます。

このオプションは bootflash:だけで使用できます。

（注）

monlib-filename

（任意）ファイルシステムが格納されているノードを指定します。 node-id
引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されます。すべてのノード
を指定するには allキーワードを使用します。

location{node-id |
all}

（任意）フラッシュメモリをフォーマットする場合に、spare-number引数
で指定した予備セクタを確保します。有効値は 0～ 16です。

このオプションは bootflash:だけで使用できま
す。

（注）

spare spare-number

（任意）デバイスのmonlibバージョンを確認せずに強制的にmonlibを更新
します。

force

（任意）フラッシュディスク上のセクタ読み取りエラーをすべて復旧しま

す。

recover

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの monlibファイルは、Cisco IOS XRソフトウェアに付属している monlibファイルで

す。

spare-number : 0
___________________
コマンドモード EXEC

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリリー
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管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

新しいフラッシュメモリカードを使用する前には、フラッシュメモリカードをフォーマットし

なければなりません。

ストレージデバイスをフォーマットすると、そのデバイス上のデータがすべて削除されます。注意

オンラインヘルプ（ ?）機能を使用すると、ルータでフォーマット可能なファイルシステムと
ファイルシステムで使用可能なフォーマットオプションを表示できます。

disk0:は disk0:と disk0a:の 2つのパーティションに、disk1:は disk1:と disk1a:の 2つのパーティ
ションにそれぞれ分割できます。 harddisk:は、harddisk:、harddiska:、および harddiskb:の 3つの
パーティションに分割できます。プライマリパーティションは、重要なデータの保存に使用され

ます。セカンダリパーティションは、重要でないデータの保存に使用されます。

表 2：ディスクパーティションのサイズ（ディスクサイズに対する割合）, （24ページ）に
disk0:または disk1:をパーティション分割した場合のパーティションサイズを示します。

表 2：ディスクパーティションのサイズ（ディスクサイズに対する割合）

セカンダリパーティションの

割合

プライマリパーティションの

割合

ディスクサイズ

パーティションはサポート対象

外

パーティションはサポート対象

外

900 MB未満

20 %80%900 MB～ 1.5 GB

40%60%1.5 GB～ 3 GB

50 %50 %3 GBを超える

4つのハードディスクパーティションのサイズは次のとおりです。

•プライマリパーティション（harddiska:）：11%

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
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•セカンダリパーティション（harddiskb:）：11%

• 3番目のパーティション（harddisk:）：48%

• 4番目のパーティション（raw）：30%

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行root-lr（EXEC）

実行root-system（管理 EXEC）

___________________
例 次に、disk1をフォーマットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# format disk1:

次の例は、読み取りエラーが発生しているデバイス上のすべてのセクタを回復するように指定し

て disk1:をフォーマットする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# format disk1: recover

This format operation will try to recover sectors with read error
This operation may take a while. Continue? [confirm]
Format will destroy all data on "disk1:". Continue? [confirm]

コンソールが EXECプロンプトに戻ると、新しいフラッシュディスクのフォーマットが完了
し、使用が可能になります。

（注）

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ファイルシステムの損傷をチェックし、問題を

修復します。

fsck
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fsck
ファイルシステムの損傷をチェックするには、EXECモードまたは管理EXECモードで fsckコマ
ンドを使用します。

fsck filesystem: [location node-id]

___________________
構文の説明

チェックするファイルシステムの名前。直後にコロンを入力します。有

効な値は、 disk0:、 disk0a:、 disk1:、 disk1a:、 harddisk:、 harddiska:
、 harddiskb: です。

filesystem:

（任意）ファイルシステムが格納されているノードを指定します。node-id
引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されます。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem
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___________________
例 次に、フラッシュディスク disk0:のファイルシステムの損傷をチェックする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# fsck disk0:

Phase 1 - Read and compare FATs
Phase 2 - Check cluster chains
Phase 3 - Check directories
Phase 4 - Check for lost files

157280 kb used, 843344 kb free, 2541 files, 190 directories
Filesystem is clean.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ファイルシステムのレイアウトおよび内容を表

示します。

show filesystem
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mkdir
ファイルシステム上に新しいディレクトリを作成するには、EXECモードまたは管理 EXECモー
ドで mkdirコマンドを使用します。

mkdir filesystem:[location {node-id| all}]

___________________
構文の説明

新しいディレクトリを作成するファイルシステム。filesystem:

（任意）ファイルシステムが格納されているノードを指定します。

node-id引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されます。す
べてのノードを指定するには allキーワードを使用します。

location{node-id | all}

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

mkdirコマンドを実行すると、作成するディレクトリの名前を指定するように求めるプロンプト
がCisco IOSXRソフトウェアによって表示されます。新しいディレクトリの名前を指定する際に
は、新しいディレクトリを格納するディレクトリパスを含めます。ディレクトリパスを指定し

ない場合は、filesystem:引数で指定したファイルシステムの /usrディレクトリに新しいディレク
トリが作成されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem

___________________
例 次に、newdirという名前のディレクトリを作成する例を示します。 dirコマンドは、ディレクト

リが作成されたことを確認するために使用します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# mkdir harddisk:

Create directory filename []?newdir
Created dir harddisk:/newdir
RP/0/RP0/CPU0:router# dir harddisk:

Directory of harddisk:

11193 drwx 4096 Fri Feb 13 06:45:05 2009 newdir
37146 drwx 4096 Sun Dec 14 15:30:48 2008 malloc_dump
43030 drwx 4096 Wed Dec 24 11:20:52 2008 tracebacks
43035 drwx 4096 Thu Jan 8 18:59:18 2009 sau
51026 drwx 4096 Sat Dec 27 02:52:46 2008 tempA
51027 drwx 4096 Sat Dec 27 02:04:10 2008 dir.not.del
-430307552 -rwx 342 Fri Jan 16 10:47:38 2009 running-config
-430305504 -rwx 39790 Mon Jan 26 23:45:56 2009 cf.dat

39929724928 bytes total (39883231232 bytes free)

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ファイルシステムの内容を表示します。dir

フラッシュファイルシステム内の既存ディレ

クトリを削除します。

rmdir
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pwd
現在の作業ディレクトリを表示するには、EXECモードで pwdコマンドを使用します。

pwd

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

cdコマンドでデフォルトとして指定されているディレクトリまたはファイルシステムを表示する
には、pwdコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りfilesystem

___________________
例 次に、現在の作業ディレクトリを表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# pwd

disk0:/usr
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

デフォルトのディレクトリまたはファイルシス

テムを変更します。

cd

ファイルシステムの内容を表示します。dir
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rmdir
既存のディレクトリを削除するには、EXECモードまたは管理 EXECモードで rmdirコマンドを
使用します。

rmdir filesystem: location {node-id| all}

___________________
構文の説明

ディレクトリを削除するファイルシステムの名前。直後にコロンを入力

します。

filesystem

ファイルシステムが配置されているノードを指定します。 node-id引数
は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されます。すべてのノード
を指定するには allキーワードを使用します。

location {node-id | all}

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ディスク領域の解放などを目的に、ファイルシステムからディレクトリを削除するには、rmdir
コマンドを使用します。 rmdirコマンドを実行すると、削除するディレクトリの名前を指定する
ように求めるプロンプトが Cisco IOS XRソフトウェアによって表示されます。

ディレクトリにファイルが格納されている場合は、ディレクトリを削除する前にファイルを削除

する必要があります。ファイルを削除するには、deleteコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem

___________________
例 次に、ハードディスクからサブディレクトリを削除する例を示します。 dirコマンドは、ディレ

クトリが削除されたことを確認するために使用します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# rmdir harddisk:

Remove directory filename []?newdir
Delete harddisk:/newdir[confirm]y
RP/0/RSP0/CPU0:router# dir harddisk:

Directory of harddisk:

37146 drwx 4096 Sun Dec 14 15:30:48 2008 malloc_dump
43030 drwx 4096 Wed Dec 24 11:20:52 2008 tracebacks
43035 drwx 4096 Thu Jan 8 18:59:18 2009 sau
51026 drwx 4096 Sat Dec 27 02:52:46 2008 tempA
51027 drwx 4096 Sat Dec 27 02:04:10 2008 dir.not.del
-430307552 -rwx 342 Fri Jan 16 10:47:38 2009 running-config
-430305504 -rwx 39790 Mon Jan 26 23:45:56 2009 cf.dat

39929724928 bytes total (39883235328 bytes free)

___________________
関連コマンド

説明コマンド

フラッシュメモリデバイスからファイルを削

除します。

delete

ファイルシステムの内容を表示します。dir

フラッシュファイルシステムに新しいディレ

クトリを作成します。

mkdir
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show filesystem
ファイルシステムのレイアウトおよび内容を表示するには、EXECモードまたは管理 EXECモー
ドで show filesystemコマンドを使用します。

show filesystem filesystem:[firmware| stats| verbose level] [location {node-id| all}]

___________________
構文の説明

情報を表示するファイルシステムの名前。直後にコロンを入力します。

指定できる値は、disk0:、disk1:、harddisk:です。
filesystem:

（任意）ファームウェアレベルを表示します。firmware

（任意）デバイスの統計情報を表示します。stats

（任意）デバイスドライバの詳細レベルを変更します。verbose level

（任意）ファイルシステムが格納されているノードを指定します。

node-id引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されます。す
べてのノードを指定するには allキーワードを使用します。

location{node-id | all}

___________________
コマンドデフォルト アクティブな RPのファイルシステムが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

使用中のネットワーキングデバイスでサポートされるファイルシステムのエイリアス名（プレ

フィックス）を確認するには、show filesystemコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbasic-services

___________________
例 次の例は、show filesystemコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show filesystem

File Systems:

Size(b) Free(b) Type Flags Prefixes
- - network rw qsm/dev/fs/tftp: tftp:
- - network rw qsm/dev/fs/rcp: rcp:
- - network rw qsm/dev/fs/ftp: ftp:

39929724928 39852978176 harddisk rw harddisk:
1024606208 863584256 flash-disk rw disk0:

2092032 2059264 nvram rw nvram:
62390272 62381260 flash rw bootflash:

次の例は、オプションの location node-idキーワードおよび引数を使用した show filesystemコマン
ドからの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show filesystem location 0/rp0/cpu0

File Systems:

Size(b) Free(b) Type Flags Prefixes
- - network rw qsm/dev/fs/tftp: tftp:
- - network rw qsm/dev/fs/rcp: rcp:
- - network rw qsm/dev/fs/ftp: ftp:

39929724928 39883235328 harddisk rw harddisk:
2092032 2019328 nvram rw nvram:

1024606208 847888384 flash-disk rw disk0:
62390272 62153616 flash rw bootflash:

表 3： show filesystem のフィールドの説明

説明フィールド

ファイルシステムのメモリ量（バイト単位）。Size(b)

ファイルシステムの空きメモリ容量（バイト単

位）。

Free(b)

ファイルシステムのタイプ。Type

ファイルシステムに対するアクセス権。Flags

ファイルシステムのエイリアス。Prefixes
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show media
ディスクストレージメディアの現在のステートを表示するには、EXECモードまたは管理 EXEC
モードで show mediaコマンドを使用します。

show media location {node-id| all}

___________________
構文の説明

（任意）ファイルシステムが格納されているノードを指定します。node-id
引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されます。すべてのノー
ドを指定するには allキーワードを使用します。

location{node-id | all}

___________________
コマンドデフォルト アクティブな RPのディスクストレージメディアが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

コマンド履歴

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

使用しているシステムのストレージメディアのステータスを表示するには、showmediaコマンド
を使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りfilesystem
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___________________
例 次の出力例には、アクティブな RSPのディスクストレージメディアが表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router show media

Mon Jun 8 09:06:12.720 PST

Media Information for 0/RSP0/CPU0.
Image Current

Mountpoint FsType FsType State DrvrPid Mirror Flags
=============================================================================
/disk0: QNX4 QNX4 Mounted 0073764 Enabled
/disk0a: QNX4 QNX4 Mounted 0073764
/disk1: QNX4 QNX4 Mounted 0073766 Enabled
/disk1a: QNX4 QNX4 Mounted 0073766
/compactflash: FAT32 FAT16 Mounted 0090166
/harddiska: QNX4 QNX4 Mounted 0053280
/harddiskb: QNX4 QNX4 Mounted 0053280
/harddisk: QNX4 QNX4 Mounted 0053280
/lcdisk0: QNX4 (?) Not Present
/lcdisk0a: QNX4 (?) Not Present

次の出力例には、すべてのノードのディスクストレージメディアが表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router show media location all

Mon Jun 8 09:09:55.437 PST

Media Information for 0/1/CPU0.
Image Current

Mountpoint FsType FsType State DrvrPid Mirror Flags
=============================================================================
/lcdisk0: QNX4 (?) Not Present
/lcdisk0a: QNX4 (?) Not Present

Media Information for 0/4/CPU0.
Image Current

Mountpoint FsType FsType State DrvrPid Mirror Flags
=============================================================================
/lcdisk0: QNX4 (?) Not Present
/lcdisk0a: QNX4 (?) Not Present

Media Information for 0/6/CPU0.
Image Current

Mountpoint FsType FsType State DrvrPid Mirror Flags
=============================================================================
/lcdisk0: QNX4 (?) Not Present
/lcdisk0a: QNX4 (?) Not Present

Media Information for 0/RSP0/CPU0.
Image Current

Mountpoint FsType FsType State DrvrPid Mirror Flags
=============================================================================
/disk0: QNX4 QNX4 Mounted 0073764 Enabled
/disk0a: QNX4 QNX4 Mounted 0073764
/disk1: QNX4 QNX4 Mounted 0073766 Enabled
/disk1a: QNX4 QNX4 Mounted 0073766
/compactflash: FAT32 FAT16 Mounted 0090166
/harddiska: QNX4 QNX4 Mounted 0053280
/harddiskb: QNX4 QNX4 Mounted 0053280
/harddisk: QNX4 QNX4 Mounted 0053280
/lcdisk0: QNX4 (?) Not Present
/lcdisk0a: QNX4 (?) Not Present
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表 4： show media のフィールドの説明

説明フィールド

ファイルシステムの名前。Mountpoint

ファイルシステムのタイプ。FsType

ストレージメディアのステート。State

メディアドライバのプロセス ID。DrvrPid

ディスクミラーリングがイネーブルになってい

るかどうかを示します。

Mirror

ディスクミラーリングがイネーブルになってい

る場合に、パーティションが修復されている

か、パーティションがフォーマットされている

か、またはドライバが再起動されているかを示

します。

Flags

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ノードにディスクミラーリングを設定します。mirror

ノードのディスクミラーリングを一時的に停止

します。

mirror pause
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unmount
メディアデバイスを安全に取り外せるようにするには、EXECモードまたは管理 EXECモードで
unmountコマンドを使用します。

unmount filesystem: [location node-id] [undo]

___________________
構文の説明

マウント解除するファイルシステム。直後にコロンを入力します。指定

できる値は、disk0:、disk1:、harddisk:です。
filesystem:

（任意）ノードを指定します。node-id引数は、ラック/スロット/モジュー
ルの形式で表されます。

location node-id

（任意）取り外しおよび再挿入が行われていないデバイスを再マウント

します。

undo

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

メディアデバイスを取り外す前にunmountコマンドを使用します。このコマンドを実行すると、
すべてのパーティションのマウントが解除され、これ以降のデバイスへのアクセスが防止されま

す。取り外しおよび再挿入が行われていないデバイスを再マウントするには、undoオプションを
使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行root-lr（EXEC）

実行root-system（管理 EXEC）

___________________
例 この例では、安全に取り外せるように、disk0:ファイルシステムをアンマウントします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# unmount disk0:

___________________
関連コマンド

説明コマンド

デフォルトのディレクトリまたはファイルシス

テムを変更します。

cd

フラッシュメモリデバイスからファイルを削

除します。

delete

ファイルシステムの内容を表示します。dir

cdコマンドの現在の設定を表示します。pwd

フラッシュファイルシステムをスクイーズし

てフラッシュファイルを永続的に削除します。

squeeze
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